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平成22年５月から再生作業、土壌改良（肥料投入、地力増進作物の鋤込み）を開始し、23年度
から本格的に水稲、そば、菜の花を作付けする予定。今後も、再生活動を予定。農産物について
は、地元関連施設で販売するほか全国の消費者に直接提供できる仕組みづくりにより新たな販
路を開拓する予定。

農地リフレッシュ通信（26号）（H23.1.27） P02

実 施 期 間：平成22年5月12日～平成23年3月31日(予定)
対 象 面 積：6.09ha（田：6.0ha 畑：0.09ha）

今回の紹介地区 No.109

作 業 内 容：雑草や樹木の刈払・処分、整地、土壌改良

今後の予定

再生作業前 再生作業実施中 再生作業後

取 組 主 体：上山棚田再生事業実行委員会（予定作物：水稲、そば、菜の花）

調 整 経 緯：上山棚田再生事業実行委員会が地主と直接交渉し、実施に至る

岡山県 美作市 上山地区

問い合わせ先：美作市地域担い手育成支援協議会☎０８６８－７２－６６９４ （美作市 農業振興課）

うえやまみまさか

企業のCSR活動の概要

ヤンマー農機販売㈱中四国カンパニーは、CSR活動の一環として、上山棚田再生事業実行委員
会が行う耕作放棄地再生活動に対し、実演指導の上、トラクターや機材を提供している。

また、ヤンマー社内事業の新任者研修として、耕作放棄地の草刈り、再生農地での水稲、野菜
の展示ほ設置などを地域住民と共同で作業を実施した。

耕作放棄地再生利用緊急対策及び企業のCSR活動を活用した事例

取組概要

美作市地域担い手育成支援協議会が既に再生活動に取り組んでいる上山
棚田再生事業実行委員会（平成21年10月設立、構成員：地区集落、地区生
産者、ボランティアなど）に耕作放棄地再生利用緊急対策を紹介。同組合の
代表者への利用権設定による利用集積後、美作市と農機具貸与支援の覚書
を交わしたヤンマー農機販売中四国カンパニー（ＣＳＲ活動）や地域おこし協
力隊などの支援を受け、本対策に取組むこととなった。

取組のきっかけ：


